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●スタッフ（2022 年10月1日現在）

●診療体制と実績

●診療科の特徴

メンタルヘルス科

診療科長　井上　猛
医局長　　桝屋　二郎
病棟医長　東山　幹
外来医長　本屋敷　美奈

医師数　　常勤　21 名
非常勤　17 名

　当診療科は、新宿新都心の高層ビル街に位置する大学病
院という特性があります。約 130 人／日の外来患者および
約 10 人／月の新入院患者の診療にあたり、また、総合病
院の精神科として精神疾患を合併した患者に対してコンサ
ルテーション・リエゾン活動を行っております。その為、
症例はうつ病・双極性障害といった気分障害や統合失調症
をはじめ、パニック障害などの不安障害や摂食障害、人格
障害、器質・症状性精神障害など多岐にわたり、軽傷から
重症まで様々な症例の診療・治療を行っております。また
こどものこころ診療部門として小児科と協力しながら、不
登校やひきこもり、ゲームやネット依存など、発達障害を
含むすべてのこどものこころに関係する疾患の診断と治療
を行っております。補助診断として、光トポグラフィーも
導入し、脳波、心理検査などと併用することでさらに診断
の精度向上を図っております。近年、地域の医療機関との
連携強化を図り、重症例は当科にて入院も含め加療し、寛
解後地域社会に戻って生活していただくなどのサポート・
相互連携を行っております。

主任教授：1 名、准教授：1 名、講師：1 名、助教：8 名、
後期研修医：10 名、臨床研究医：0 名
兼任医師：16 名、臨床心理士：常勤 1 名、非常勤 2 名
専門医および指導医・認定医数 
　日本精神神経学会　専門医　11 名

指導医　7 名
　精神保健指定医　　　　　　11 名
　日本医師会　認定産業医　　4 名

診療実績 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
・入院診療の実績　【2022 年度】
のべ入院患者数　　 103 名

・外来診療の実績　【2022 年度】
初診患者数　　 　794 名（院内からの紹介患者を除く）
のべ外来患者数　 29,267 名

・臨床研究等の実績　【2022年度】
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